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１．研究目的 

 
太陽地球環境研究所（以下、STE 研）では、母子里及び陸別観測所において太陽光を背景光とした可

視及び赤外域での大気吸収スペクトル観測を、1995 年以降継続して行っている。太陽からの光は、大

気中の諸成分に固有の波長で吸収を受ける。このスペクトルの吸収量及び形から、吸収成分の気柱全量

および高度分布の情報を得ることができる。このようにして得られた大気組成の時間変動データは、地

球大気の変動とそのメカニズムを理解する上での基礎データであり、これらを関連する研究者に広く公

開するためにデータベース化することが目的である。これらのデータベースは、人為起源の排出物の増

加に伴う環境変動（例えば、フロンガス放出によるオゾン層破壊や温室効果ガスの排出による地球温暖

化など）などの研究や他の観測機器（例えば、人工衛星）による観測データの検証などに広く用いられ

ている。 
 
２．データベース作成の概要 
 
本データベースは以下の２つからなる。 

・赤外分光観測データベース 
 太陽からの赤外放射は、地球大気の諸成分によって成分毎に固有の波長において、吸収を受ける。こ

の太陽スペクトルの吸収量および形から吸収成分の気柱全量および高度分布についての情報が得られ

る。この吸収成分の全量・高度分布を計算する解析（inversion）においては、各研究者固有の方法が取

られるため、生のスペクトルデータ自身をまずデータベース化してある。また大気圏環境部門では独自

に inversion 解析を行っており、この解析によって得られた大気成分の気柱全量及び高度分布がデータ

ベース化されている。さらに、利用者がデータ質などを容易に把握できるよう、観測時の状況（気象、

装置パラメータなど）やデータを可視化し、オンライン上で検索できるシステムを構築してある。 
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 太陽光吸収スペクトル及び気柱全量データは、要請に応じてデータをハードディスク、ＵＳＢメモリ、

ＤＶＤ等の形で配布すると共に、大気組成変化検出のためのネットワーク（NDACC）データベースに

定期的に追加し、関連する研究者に広く公開している。気柱全量データのフォーマットは、現在のとこ

ろ大気化学のデータの国際的な標準フォーマットであるNASA Amesデータフォーマットを採用してい

るが、今後、高度分布データと併せて HDF フォーマットで公開することを予定している。 
 
・可視分光観測データベース 
 太陽からの 430-490 nm の可視放射は、成層圏オゾンおよび二酸化窒素(NO2)によって、吸収を受け

ている。可視分光計では、大気分子による天頂方向からの散乱光を観測するため、天候に関わらず観測

ができるという特徴がある。この太陽スペクトルの吸収量から、吸収成分の気柱全量についての情報が

得られる。また吸収量の太陽天頂角依存性から高度分布を導出することも海外の研究者によって行われ

ている。 
 大気圏環境部門では、気柱全量を inversion によって求めた上で、太陽天頂角 90 度における値（日

の出・日没の 1 日 2 データ）を NDACC データセンターにデータベース化している。また研究者からの

要請に応じて、このデータをメディアにて送付している。データフォーマットは NASA Ames データフ

ォーマットを採用している。 
 
３．共同研究の成果 
 
1995 年以降、約 15年にわたって母子里および陸別観測所で観測された大気微量成分の観測データおよ

び時系列解析データがデータベース化され、研究者に主にオンライン上で提供されてきた。さらに、2009

年度からは温室効果ガス（CO2 及び CH4）の観測結果をデータベースに加え、地球温暖化に関連する研究

者へのデータ提供を進めてきた。特に、母子里および陸別の FTIR データに関しては、全データをネット

ワークディスクに格納し、ネットワーク上からアクセスできるよう整理した。また、オンラインで観測

実施日のカレンダー表示が可能となり、必要な日の観測データが存在するかどうかをオンラインで把握

することが可能となった。 

また、公開される気柱・高度分布データに関しては、再解析気象データを利用して観測所直上での各

種データを求めて再解析に使うことで解析精度の向上を進め、オゾン、HNO3、HCl、HF についてより高い

精度で気柱全量と高度分布データを提供できるようになった。 
 各年度における登録された全量データのレコード数（日数）は以下の通りである。 
年    母子里    陸別    合計 

1995 年     -       54    54 
1996 年    59     140    199 
1997 年    93     39     132 
1998 年   125     48     173 
1999 年   113     91     204 
2000 年   105     94     199 
2001 年    90     81     171 
2002 年    57     82     139 
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2003 年    92     79     171 
2004 年    76     74     150 
2005 年   103     74     177 
2006 年    75     52     127 
2007 年    22     51      73 
2008 年     0     34      34 
2009 年    68     11      77 
なお、近年のレコード数の減少は、主に装置のトラブル増加による観測機会損失によるものである。 
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